
｢ソリトン系のダイナミックスとそれに関するカオスの問題｣

∂.aJn-1/Pn(a n +∂+lngn.1)fn_1-Pn(bn+8_lnyn)fn.1

1[1十(an+∂+lngn+1)(bn+∂-1nPn)]fn-0 (∂-an-0, ∂+bn-0) (16)
と与えられる.

この方程式の解が多次元戸田格子の解 となる十分条件は以下の様にして決められる.即ち;

F+≡∂+fn-Pnfn+了 qnfnn

F n -… ∂ j n-pl f n -1- rnf nn

と定義する｡RecurrenceFormulaeは Fi-0.n

(描,(18)の両辺を微分して,線形化された方程式を用いると

8.FnII Fn_1㌧ rnfn'-0n

aF++PnFn+1 +qnFn -0-n

を得る･この二つの式は,もし,a-no<∞に対して

Fn｡+(t27,y)-0, Vx,y
ならば

Fn士 (x,y)-0, vn,x,y

であることを示している.従って,(16)の解のうち,ある一点でRecurrence Formulaeを満た

す様に決めてやったすべての解は任意のnにっいてRecurrenceFormulaeを満たすから,多

次元戸田格子の新たな解である.

Ref.1)斎藤,瀧滞,武野 :物性研究 45-1(1985-10)12.

SphericalBoussinesq Equationと

ClassicalBoussinesq Equationの関係

広大･工 広 田 良 吾

SphericalBoussinesq equation
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wtt十‡W了 3(W2)x∬- wx∬3-0
は Dependentvariable transformation

u,-2(logfn)xx

によって,次の2次形に変換される

(Dt2+ヱ 旦 -Dx4+cn)fn･fn-0t ∂t

(1)

(2)

(3)

この式は,多項式解をもち,(1)式の解は "Explode-decaysolitarywavesolution門になる

ことがA.Nakamura,∫.Phys.Soc.Jpn.54 (1985)11によって示されている｡

一方,ClassicalBoussinesq equation

ut-[(1+a)V+1,.m]∬
ut-(弘十i u2)a

はDependentvariable transformation

u--1′+2[log(fg)]xx,

V-2[log(f/9)㌔

によって,次の2次形式に変換される.

(Dt-Dx2)f･9- 0,

(DxDt- D33)f･9-0.

ここで similarity variablezを導入する｡

こr
Z-､i(2t)1/2

Zを用いると(3),･L(6.a),(6.b)式はそれぞれ次のようになる｡

(Dz4-Z2Dz2+Z嘉 一4n2)f2n_1･f2n_1-0,
■

<
(Dz2+zDz)f2n･f2n-0,

(DZ3+豊+zDz2)f2n･f2n-0･
∧
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方程式(8),(9.a),(9.b)の解はWronskian 折 を用いて,次の形に表現できる｡

fn-W(Hn(Z),Hn_1(Z), , Hn-[(a-1)/2](Z))o

ここでHn(Z)はHermitefunctionで次の微分方程式を満する

〟

y - xy/+ny-0

[n]はGaussの記号でnを越えない最大の自然数を表わす｡

f̂nは次の式で定義されるo

Dzf2n-1･f2n+1+(-1)[n/2](2n+1)n′･f2nf̂2n-0･

3日劉

(ll)

(12)

(10)式はSphericalBonssinesqequationの解は奇数次のHn(Z)から始まるWronskianで

表現され,ClassicalBonssinesq equationの解は偶数次のHn(Z)から始まるWronskian

で表現されることを表わしている｡両者の関係は(12)式によっても示されている｡

一方 ClassicalBoussinesqequationはMondifiedKP方程式のreductionである(R.

Hirota,∫.Phys.Soc,Jpn,54(1985)2409)ことが知られている｡これを利用すると,

(6.a),(6.b)式の解は次のWronskian形式に書き表わされる

f-W(め(0),6(1), , め(n)

9-W(め(0),6(1), , め(a), ♂(n+1)

･(-)-(孟)-♂(o)

£ " n)ニー¢(礼+2)

ここで

(13.a)

(13.b)

である｡(10)式と(13.a)式を見較べると¢(0)がHermitefunctionHn(Z)に対応している

ことがわかる｡これを示すために,

α

Z-肩 ,

a

¢(o)∝(-i)2¢n(Z)
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とおくと,(15)式より¢n(Z)に対する方程式は

¢£(Z)～-Z舵 (Z)+nめn(Z)-0

となり, ¢n(Z)-Hn(Z)であることが分るo

多次元Modified-Boussinesq方程式のソリトン解

横浜国大 ･工 松川倫明,渡辺慎介,田中 裕

§1 Introduction

一次元ソリトンの研究は,現硬では,やり尽くされた感があるが,多次元ソリトンの研究は

KP方程式や2次元戸田格子等の場合を除いて,解明されていない問題点が多いと思われる｡

我々は,MK-dV方程式やM-B(Boussinesq)方程式の次元を拡張して,多次元のソリトン

解を,広田の方法を適用して,調べた｡次に,上述の二つの方程式の間の関係を無限小変換の

Lieの方法を適用して,考察した｡なお,我々の結果は,nonlinear-schrbdinger方程式とno-

nlinear-klein-Gordon方程式系に対するTajiri1)の結果と類比的である｡

§2 多次元M-B方程式のソリトン解

2DM-B方程式

utt- ux∬+8(u3)33+ 払3mm +a"

に対し,次の従属変換をほどこして,

u -(tan-19/f)a

双線形形式で表わすと

(Dt2-DG21Dx4-Dy2)9･f-0

(Dt2-Dx2-D∬4- D,2) (f ･f - 3･9)-0

DxZ(f ･f+9･9)-0
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